
市民の皆様が排出されるごみの処理については、ごみ集積所に出されたごみのうち、資

源となるごみは、市内にあるリサイクルセンターに運ばれて資源化処理をします。

また、可燃ごみと不燃ごみは、小平・村山・大和衛生組合（小平市）に運ばれ、可燃ごみは、

焼却処理、不燃ごみは、破砕処理し、二ツ塚最終処分場（日の出町）へ搬入しています。

平成２６年度の市民１人１日当たりのごみ排出量は、８０５.２ｇで、平成２５年度（８２０.３ｇ）と

比べると減少していますが、今後も、さらなるごみの減量が必要となっています。さらに、ごみ

の量が多くなると、その処理にかかる経費も多く必要となります。

二ツ塚最終処分場（日の出町）の延命化やごみ処理経費削減のため、マイバッグの利用

等、「ごみ減量の３Ｒ」を実践し、ごみの減量と資源化に、ご理解、ご協力をお願いいたします。

①　Ｒｅｄｕｃｅ（リデュース） ・・・ 発生抑制(マイバッグの使用や計画的な買い物をする）

②　Ｒｅｕｓｅ（リユース） ・・・ 再使用（フリーマーケット等の利用や詰替え商品を選んで購入する）

③　Ｒｅｃｙｃｌｅ（リサイクル） ・・・ 再生利用（地域の廃品回収等の協力や、再生品等を購入する）



平成２７年９月に、生ごみ堆肥を東京都家畜保健衛生所肥飼料検査センターで、成分分析した

結果、堆肥として有効なものであると確認されております。

◎　生ごみ堆肥の名称 ・・・パワー堆肥むらやま

◎　完成した堆肥の量 ・・・約１５０ｋｇ

◎　配 布 に つ い て ・・・モデル事業に、ご協力いただいた世帯及び村

山デエダラまつりの環境フェスタ会場内で配布させていただいたとこ

ろ、大変好評でした。なお、次回の生ごみ堆肥が完成しましたら、市報

・市ホームページでお知らせいたします。
パワー堆肥むらやま

今後は、生ごみの収集地域の拡大等を検討しながら、本事業を継続してまいります。
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